
このプリントには使用期限があります。ご注意ください。

目標時間 月 日

組 番 名前

かかった時間 正解数

分

やさしい　　ふつう　　難しい
10分

化学変化と質量

★★★☆☆

理科

　化学変化が起こるときの物質の質量について調べました。

〔実験Ａ〕うすい塩酸と石灰石の質量をはかったあと，図１のように，

石灰石にうすい塩酸を加えると，気体が発生しました。気体の発生が止

まったところで，再び全体の質量をはかりました。

〔実験Ｂ〕①図２のように，質量をはかった銅の粉末を空気中で加熱し

ました。

②図３のように，酸素を満たしたフラスコの中に銅の粉末を入れて全体

の質量をはかったあと，加熱しました。

⑴ 　実験Ａについて，この実験で発生した気体は何ですか。名称を書き

なさい。

 （　　　　　　　　）

⑵ 　実験Ａについて，反応後の全体の質量は，反応前の質量に比べてど

うなりますか。次のア～ウから選び，記号で答えなさい。

　ア　ふえる。 （　　　　　　　　）
　イ　減る。

　ウ　変わらない。

⑶ 　実験Ａについて，この実験を，ふたをした容器の中で行いました。

反応後の全体の質量は，反応前の質量に比べてどうなりますか。⑵の

ア～ウから選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　）

⑷ 　実験Ｂの①について，加熱前の銅の質量と，加熱後の物質の質量を比べると，加熱後の物

質の質量は大きくなっていました。ふえた質量は何の質量ですか。名称を書きなさい。

 （　　　　　　　　）

⑸　実験Ｂの①で，加熱後にできた物質は何ですか。化学式を書きなさい。

 （　　　　　　　　）

⑹ 　実験Ｂの②について，加熱前の全体の質量を a，加熱後の全体の質量を bとして，その大

小関係を等号（=），または不等号（＜，＞）を使って表しなさい。

 （　　　　　　　　）

⑺　実験Ａ，実験Ｂから確かめられる法則を何といいますか。

 （　　　　　　　　　　　　　）

1

25190042

ゴム

せんとピンチコックで密封して全体の質量をはかったあと,加熱しました。

,



解答

間違った問題を確認してみよう！

化学変化と質量理科・第一分野
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②図３のように，酸素を満たしたフラスコの中に銅の粉末を入れて全体

の質量をはかったあと，加熱しました。

⑴ 　実験Ａについて，この実験で発生した気体は何ですか。名称を書き

なさい。

 （　　　　　　　　）

⑵ 　実験Ａについて，反応後の全体の質量は，反応前の質量に比べてど

うなりますか。次のア～ウから選び，記号で答えなさい。

　ア　ふえる。 （　　　　　　　　）
　イ　減る。

　ウ　変わらない。

⑶ 　実験Ａについて，この実験を，ふたをした容器の中で行いました。

反応後の全体の質量は，反応前の質量に比べてどうなりますか。⑵の

ア～ウから選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　）

⑷ 　実験Ｂの①について，加熱前の銅の質量と，加熱後の物質の質量を比べると，加熱後の物

質の質量は大きくなっていました。ふえた質量は何の質量ですか。名称を書きなさい。

 （　　　　　　　　）

⑸　実験Ｂの①で，加熱後にできた物質は何ですか。化学式を書きなさい。

 （　　　　　　　　）
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 （　　　　　　　　）

⑺　実験Ａ，実験Ｂから確かめられる法則を何といいますか。

 （　　　　　　　　　　　　　）

1

1 ⑴　二酸化炭素
⑵　イ
⑶　ウ
⑷　（空気中の）酸素
⑸　CuO
⑹　a＝ b
⑺　質量保存の法則
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